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Information ～お知らせ～

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募
　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

　会
場　
▽
①
②
③
＝
市
民
体
育
館

④
⑤
＝
鬼
石
中
学
校
武
道
場
▽
⑥

＝
美
九
里
公
民
館
多
目
的
室

対
象　
小
学
１
年
生
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

  

①
剣
道
教
室

期
間　
４
月
４
日
㈬
～
平
成
31
年

３
月
の
水
・
土
曜
日
、
午
後
６
時

30
分
～
７
時
30
分

　
※
希
望
者
は
毎
週
火
曜
日
、
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
剣
道
場
で
特
別

稽
古
に
参
加
で
き
ま
す

参
加
料　
年
額
▽
小
学
１
～
３
年

生
＝
１
万
４
２
５
０
円
▽
小
学
４
～

６
年
生
＝
１
万
４
８
５
０
円
▽
中

学
生
＝
１
万
５
３
５
０
円
▽
高
校

生
以
上（
初
心
者
）＝
１
万
６
８

０
０
円
▽
高
校
生
以
上（
継
続
者
）

＝
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
３
月
３
日
㈯
以
降
教

室
開
催
時
に
会
場
へ

  

②
柔
道
教
室

期
間　
４
月
３
日
㈫
～
平
成
31
年

３
月
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後

７
時
～
８
時

参
加
料　
年
額
８
０
０
０
円

　
※
き
ょ
う
だ
い
割
引
あ
り

申
し
込
み　
２
月
16
日
㈮
以
降
教

室
開
催
時
に
会
場
へ

  

③
空
手
道
教
室

期
間　
４
月
３
日
㈫
～
平
成
31
年

３
月
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後

７
時
～
９
時

　
※
初
心
者
・
中
級
・
上
級
別
に

指
導
し
ま
す

参
加
料　
月
額
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
毎
月
初
め
教
室
開
催

時
に
会
場
へ

  
④
鬼
石
剣
道
教
室

期
間　
４
月
７
日
㈯
～
平
成
31
年

３
月
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
７
時
～

８
時（
希
望
者
は
９
時
ま
で
稽
古

可
能
）

参
加
料　
年
額
１
３
０
０
円
～
５

０
０
０
円

そ
の
他　
防
具
な
ど
は
貸
し
出
し

ま
す

申
し
込
み　
随
時
教
室
開
催
時
に

会
場
へ

  

⑤
鬼
石
柔
道
教
室

期
間　
４
月
２
日
㈪
～
平
成
31
年

３
月
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
７
時
～

８
時
30
分

参
加
料　
年
額
６
０
０
０
円

申
し
込
み　
事
務
局
桜
井
さ
ん（
☎

０
９
０・
３
５
０
８・
０
０
７
５
）

  

⑥
美
九
里
柔
道
教
室

期
間　
４
月
７
日
㈯
～
平
成
31
年

３
月
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
５
時
～

７
時

て
生
活
費
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

支
給
額　
▽
住
民
税
非
課
税
世
帯

＝
月
額
10
万
円
▽
住
民
税
課
税
世

帯
＝
月
額
７
万
５
０
０
円

　
※
修
業
終
了
後
に
一
時
金
の
支

給
も
あ
り
ま
す

支
給
期
間　
修
業
期
間
の
全
期
間

（
上
限
３
年
間
）

そ
の
他　
▽
通
信
課
程
で
の
資
格

取
得
も
対
象
で
す
▽
制
度
利
用
希

望
者
は
子
ど
も
課
に
事
前
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
子
ど

も
課（
☎
㊵
２
２
８
６
）

源
に
自
治
会
な
ど
へ
の
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
鬼
石
地
区
区
長
会

が
太
鼓
、
台
座
、
し
の
笛
、
ち
ょ

う
ち
ん
修
繕
、山
車
修
繕
、物
置
、

か
ね
、
座
椅
子
な
ど
の
備
品
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
自
治
交
流
課（
☎

㊵
２
２
１
１
）

　収
集
日　
３
月
５
日
・
12
日
・
19

日
・
26
日
の
月
曜
日（
先
着
５
人
）

収
集
品
目　
家
具
・
自
転
車
な
ど

　
　
（
公
財
）群
馬
県
市
町
村
振
興

協
会
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
の
一
環
で
、
収
益
金
を
財

費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　
受
講
に
要
し
た
費
用
の

６
割（
上
限
20
万
円
）

そ
の
他　
▽
雇
用
保
険
法
に
よ
る

教
育
訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が

あ
る
人
は
対
象
外
で
す
▽
制
度
利

用
希
望
者
は
子
ど
も
課
に
事
前
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い

  

高
等
技
能
促
進
費

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
就
業
に
役
立
つ
一
定
の
専
門
資

格（
看
護
師
、
調
理
師
な
ど
）を

取
得
す
る
た
め
に
１
年
以
上
養
成

機
関
で
修
業
し
資
格
取
得
が
見
込

ま
れ
る
場
合
、
給
付
金
を
支
給
し

参
加
料　
年
額
５
０
０
０
円

　
※
き
ょ
う
だ
い
割
引
あ
り

申
し
込
み　
随
時
教
室
開
催
時
に

会
場
へ

  

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
就
業
に
結
び
付
く
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
指
定
講
座
を
受
講
し

修
了
し
た
場
合
、
受
講
に
要
し
た

収
集
制
限　
各
家
庭
４
点
以
内

料
金　
１
㎏
あ
た
り
30
円（
消
費

税
別
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

21
日
㈬
か
ら
電
話
で
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
８
３
０
５
）へ

　
　
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設

（
体
育
館
・
校
庭
）を
開
放
し
ま

す
。
平
成
30
年
度
に
利
用
を
希
望

す
る
団
体
は
説
明
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
８
日
㈭
午
後
７
時
～

会
場　
市
役
所
中
庁
舎
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

㊿
８
２
１
３
）

　
　
冬
は
、
積
雪
や
道
路
の
凍
結
に

よ
り
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
発
生
が

増
え
ま
す
。
雪
道
や
凍
結
し
た
路

面
を
走
行
す
る
際
は
、
運
転
す
る

前
に
窓
の
雪
や
氷
を
溶
か
し
て
視

界
を
確
保
す
る
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
ま
た
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

を
正
し
く
装
着
す
る
な
ど
の
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
急
発
進

や
急
ブ
レ
ー
キ
は
控
え
、
ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
た
運
転
を
心
掛
け
て
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
県
警
察
本
部
交
通

企
画
課（
☎
０
２
７・
２
４
３
・

０
１
１
０
）

　
　
藤
岡
都
市
計
画
区
域
区
分
お
よ

び
用
途
地
域（
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
西
地
区
）を
変
更
し
ま
し
た
。

関
係
図
書
は
、
県
都
市
計
画
課
、

藤
岡
土
木
事
務
所
、
市
都
市
計
画

課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
▽
県
決
定
＝
県
都

市
計
画
課（
☎
０
２
７・２
２
６
・

３
６
５
４
）▽
市
決
定
＝
市
都
市

計
画
課（
☎
㊵
２
８
２
４
）

全国高校サッカーで優勝

　12 月 30 日～１月８日に開催された全
国高校サッカー選手権大会で優勝した、
前橋育英高校の松田陸くん（中大塚）が１
月 11 日、新井市長、冬木議長を表敬訪
問しました。
　新井市長、冬木議長から全国大会での
健闘を称えられると、「４月からはプロ入
りをするので、皆の目標の選手となれる
よう頑張りたい」と今後の抱負を語って
くれました。

　※群馬県の設置率は全国ワースト３※
　　（総務省調べ : 平成 29 年６月１日時点）

■住宅用火災警報器とは
　火災発生の初期段階で煙や熱の発生を感知し、
警報音や音声で火災を知らせる器具です
■交換時期
　電池交換の目安は 10 年です。テストボタンを
押しても作動しない場合は本体ごとの交換をお
すすめします
■設置場所
　 ▽寝室
　 ▽（寝室が２階以上にある場合は）階段上部
■購入場所
　防災専門店、ホームセンタ一など 
問い合わせ
　多野藤岡消防本部予防課（☎㉒ 2467）

命を守る！住宅用火災警報器

　冬は空気が乾燥し火
災の発生が多くなりま
す。平成 28 年には１
日 あ た り 101件 も の
火災が発生しました。
大切な命を火災から守
るためには、火災を早期に発見し、少しでも早
く避難することが重要です。逃げ遅れを防止す
るためにも、住宅用火災警報器を設置してくだ
さい。

47都道府県中！

武
道
教
室

健
康
福
祉

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
を
支
援
し
ま
す

そ
の
他

宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施

粗
大
ご
み
有
料
回
収

学
校
体
育
施
設
利
用
説
明
会

冬
特
有
の
交
通
事
故
防
止

都
市
計
画
変
更
の
長
期
縦
覧


